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▼
ガ
「
マ
オ
ビ
エ

ダ
シ
ャ
ク
」
幼
虫

が
異
常
繁
殖
し
て

い
る
。
生
け
垣
・

庭
木
と
し
て
綺
麗

な
枝
ぶ
り
を
見
せ
る
ヒ
ト
ツ
バ
の
木

の
、
葉
の
み
を
食
べ
る
。
黒
に
オ
レ

ン
ジ
の
シ
マ
模
様
の
ガ
の
幼
虫
で
あ

る
。「
マ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
」
は
、
台

湾
な
ど
の
暖
か
い
地
域
に
生
息
し
て

い
た
が
、
温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
県

本
土
で
も
越
冬
が
可
能
に
な
っ
て
い

る
外
来
種
で
あ
る
。
▼
最
近
は
、
貿

易
港
で
猛
毒
「
ヒ
ア
リ
」
が
次
々
に

発
見
さ
れ
て
い
る
。
ア
リ
は
小
さ
く

な
か
な
か
見
つ
け
難
い
し
、
毒
針
で

刺
さ
れ
る
と
死
に
至
る
な
ど
人
命
に

か
か
わ
る
。
防
疫
対
策
の
徹
底
が
必

要
で
あ
る
。
▼
日
本
で
は
海
外
か
ら

輸
入
す
る
家
畜
の
飼
料
に
は
外
来
種

の
植
物
の
種
が
含
ま
れ
、
法
面
緑
化

工
事
で
は
繁
殖
力
が
強
い
外
来
種
の

植
物
の
種
を
吹
き
付
け
て
い
る
。
ま

た
ペ
ッ
ト
と
し
て
購
入
し
た
動
物
・

魚
を
勝
手
に
自
然
に
帰
し
て
本
来

の
生
態
系
を
脅
か
し
て
い
る
。
▼
鹿

児
島
県
は
国
立
公
園
を
有
し
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
の
湿
地
と
し
て
指
定
さ

れ
て
お
り
、
世
界
自
然
遺
産
に
向
け

て
の
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
。
▼
私
た

ち
自
身
も
日
本
古
来
の
動
植
物
の
生

態
系
を
壊
さ
な
い
責
任
あ
る
行
動
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　6
月
26
日
、
福
岡
市
の
ア
ク
ロ
ス

福
岡
に
お
い
て
、
九
州
各
県
の
臨
時

代
議
員
・
運
営
委
員
・
推
進
機
構
の

代
表
者
・
関
係
者
ら
に
ご
出
席
を
い

た
だ
き
、『
第
17
回
通
常
総
会
』
を
開

催
し
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、高
橋
常
務
理
事
の
開

会
挨
拶
に
続
き
、今
村
理
事
と
寺
前

理
事
が
議
長
団
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
宗
安
理
事
長
が
『
昨
年
の
熊

本
地
震
に
お
い
て
、
九
州
労
金
で
は

被
災
者
が
一
刻
も
早
く
平
穏
な
生
活

を
取
り
戻
す
た
め
に
「
会
員
専
用
無

担
保
特
別
融
資
」
の
創
設
と
と
も
に
、

「
災
害
救
援
ロ
ー
ン
」「
災
害
救
援
住

　2
0
1
7
年
度
は
、第
5
期
中
期
経
営
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、こ
の
2
年
間
の
総
括
を
踏
ま
え
、

「
き
っ
と
、も
っ
と
、ず
っ
と
、お
役
に
立
て
る
〈
ろ
う
き
ん
〉
へ
」
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、重
点
施
策
で
あ
る
「
原

点
に
立
ち
返
っ
た
ろ
う
き
ん
運
動
の
推
進
」
と
「
収
益
体
質
の
改
善
」
の
総
仕
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、ろ
う
き
ん
が

働
く
人
や
地
域
社
会
の
お
役
に
立
つ
福
祉
金
融
機
関
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

宅
ロ
ー
ン
」
の
金
利
を
大
幅
に
引
き

下
げ
、
復
興
支
援
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
、私
た
ち
は
、労
働
金
庫
を

設
立
・
発
展
さ
せ
て
き
た
先
輩
方
の

意
志
と
運
動
を
若
い
世
代
に
継
承
し

て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
迎
え
る
他

の
金
融
機
関
と
の
競
争
に
抗
し
て
い

く
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
を
確
信
し

て
い
ま
す
。2
0
1
7
年
度
も
「
し
あ

わ
せ
創
造
運
動
」
の
展
開
に
よ
り
、

す
べ
て
の
働
く
人
た
ち
の
生
活
を
豊

か
に
す
る
サ
ポ
ー
ト
に
徹
し
、さ
ら
に

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
福
祉
金
融
機

関
と
し
て
の
存
在
を
発
揮
し
て
い
き

ま
す
』
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
議
案
の
提
案
・
審
議
を

行
い
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

鹿
児
島
県
出
身
で
は
、
新
た
に
今
村

悟
理
事
（
鹿
教
組
）、喜
納
浩
信
監
事

（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

第
17
回
　九
州
労
働
金
庫
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

谷村昌昭常務理事

２
０
１
７
年
度
九
州
労
働
金
庫
役
員

役
　職

氏
　名

出
身
県
備
考

理
事
長

宗
安

　勝
敏
大
分

専
務
理
事
山
城

　正
一
福
岡

〃

片
山

　鉄
郎
宮
崎

常
務
理
事
谷
村

　昌
昭
鹿
児
島

〃

金
子

　智
俊
熊
本
新
任

常
勤
監
事
牟
田

　正
則

常
務
理
事
梶
原

　正
実
福
岡

〃

相
川

　
　司
佐
賀

〃

森
田

　孝
徳
長
崎

〃

手
嶋

　一
弘
熊
本

〃

髙
橋

　和
善
大
分

〃

新
田
幸
一
郎
宮
崎

〃

東
　
　幸
也
鹿
児
島

理
　事

西
村

　芳
樹
福
岡

〃

大
塚

　康
宏
福
岡
新
任

〃

原
口

　郁
哉
佐
賀

〃

古
賀

　政
勝
佐
賀

〃

江
口

　茂
広
長
崎

〃

上
田

　洋
一
長
崎

〃

今
村

　賢
治
熊
本

〃

坂
本

　和
哉
熊
本

〃

森
迫

　信
夫
大
分

〃

横
山

　俊
展
大
分

〃

下
原

　政
広
宮
崎

〃

寺
前

　
　学
宮
崎

〃

猪
鹿
月
弘
行
鹿
児
島

〃

今
村
　
　悟
鹿
児
島
新
任

〃

出
水
　
　薫

監
　事

草
場
　義
樹
佐
賀

〃

堤
　
　典
子
長
崎

〃

田
中
　広
幸
熊
本
新
任

〃

嘉
納
　浩
信
鹿
児
島
新
任
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今
年
も
新
一
年
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
!!

志
布
志
支
店

　「未
来
を
担
う
子
供
た
ち
へ
の
支
援

（
子
ど
も
１
１
０
番
の
店
）」
と
し
て
、

4
月
12
日
の
志
布
志
市
立
通
山
小
学

校
を
は
じ
め
、
4
月
下
旬
ま
で
に
志
布

志
市
・
曽
於
市
・
大
崎
町
の
2
市
1

町
、
42
小
学
校
、
計
６
８
７
人
の
新
一

年
生
に
防
犯
用
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　こ
の
取
り
組
み
は
、
九
州
ろ
う
き
ん
が

行
う
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
２

０
１
１
年
度
よ
り
九
州
各
県
の
児
童
養

護
施
設
に
子
ど
も
た
ち
が
希
望
す
る
図

書
を
贈
呈
す
る
取
り
組
み
と
共
に
行
っ

て
い
る
支
援
活
動
の
ひ
と
つ
で
す
。

　志
布
志
支
店
で
は
、
継
続
し
て
新
小
学

生
を
対
象
に
本
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
、
た
び
た
び
、
地
元
の
広

報
誌
な
ど
で
も
広
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
地
域
に
役
立

つ
〈
ろ
う
き
ん
〉
を
目
指
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

地域に役立つ〈ろうきん〉を目指して、
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

鹿
児
島
県
本
部
推
進
委
員
会

感
謝
の
意
を
込
め

永
年
功
労
者
４
人
を
表
彰
!!神村　次郎様

※なお、宮下真一様は後日贈呈のため写真はございません。
持冨　健一様

　恒
例
と
な
る
「
会
員
推
進
機

構
永
年
功
労
者
」
へ
の
表
彰
は
、

九
州
全
体
で
26
人
、
県
内
で
は
大

島
・
霧
島
・
志
布
志
支
店
の
３
支

店
推
進
委
員
会
で
行
わ
れ
、
長
年

に
わ
た
る
推
進
活
動
に
対
す
る
感

謝
の
意
を
表
し
、
下
記
の
4
人
に

感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。　推

進
活
動
こ
そ
が
労
働
金
庫
の

最
大
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
会
員
・
労
働
者
が
築
か
れ
た

「
信
頼
」
と
い
う
礎
を
後
世
に
残

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
確

認
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
本
当
に

荻迫　弘美様

会員推進機構永年功労者表彰者名一覧
氏　名 推進委員会名 推進委員会役職名 組　合　名

上部団体 単組名 単組役職名

荻迫　弘美 大島支店推進委員会 幹事 労金退職者友の会 九州ろうきん大島支店友の会 会長

神村　次郎 霧島支店推進委員会 幹事 労金退職者友の会 九州労働金庫霧島支店友の会 事務局長

宮下　真一 霧島支店推進委員会 幹事 ＪＰ関連労組 ＪＰ姶良地区支部 支部長

持冨　健一 志布志支店推進委員会 推進委員長 全日本自治団体労働組合 志布志市職員労働組合 －

両
地
区
で
開
催
し
、

労
働
者
の
生
活
を
守
る

取
り
組
み
推
進
を
確
認
!!

種
子
島
支
店
推
進
委
員
会

　屋
久
島
地
区
推
進
委
員
会
を
6

月
7
日
、
海
舟
で
、
種
子
島
支
店

推
進
委
員
会
を
同
9
日
に
支
店
会

議
室
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
合
わ

せ
て
15
会
員
29
人
の
会
員
代
表
者

の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。　そ

の
中
で
２
０
１
６
年
度
末
概

況
の
報
告
、
な
ら
び
に
２
０
１
７

年
度
事
業
推
進
方
針
お
よ
び
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
な
ど
の
提

案
を
行
い
ま
し
た
。

　特
に
２
０
１
６
年
度
は
個
人
融

資
に
お
い
て
、
マ
イ
プ
ラ
ン
「
ツ

カ
え
～
る
」
で
他
行
か
ら
の
借
り

提
案
を
行
う
美
坂
推
進
委
員
長

換
え
運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
た

こ
と
に
よ
り
、
年
間
目
標
を
達
成

で
き
た
こ
と
に
触
れ
、
今
年
度
も

推
進
委
員
会
・
会
員
・
ろ
う
き
ん

が
連
携
し
て
労
働
者
の
生
活
を
守

る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
行
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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２
０
１
７
年
度  

全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
推
進
会
議

開催報告　６
月
13
日
（
火
）
に
全
労
済

鹿
児
島
県
本
部
4
階
大
会
議
室

で
２
０
１
７
年
度
全
労
済
鹿
児

島
県
本
部
推
進
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

　当
日
は
、
下
町
議
長
進
行
の

も
と
、｢

『Zetw
ork-60

』
２
０

１
７
年
度
の
主
な
取
り
組
み
課

題
〈
組
合
員
討
議
（
案
）〉｣｢

２
０
１
７
年
度
西
日
本
事
業
本

部
／
九
州
統
括
本
部
実
行
計
画

〈
組
合
員
討
議
（
案
）〉｣｢

２
０

１
７
年
度
全
労
済
鹿
児
島
県
本

部
／
鹿
児
島
推
進
本
部
推
進
活

動
計
画
（
案
）｣

な
ど
に
つ
い

て
討
議
い
た
だ
き
、
地
域
推
進

委
員
会
に
向
け
て
計
画
（
案
）

の
確
立
と
補
強
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　２
０
１
７
年
度
の
推
進
活
動
の
展
開
に
む
け
て
、
各
地
域
推
進

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　皆
さ
ま
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

各
地
域
に
お
け
る｢

労
済
運
動
の
発
展｣

に
向
け
て
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　鹿
児
島
県
労
済
生
協
第
62
回
通
常
総
代
会
な
ら
び
に
第
８
回
全

労
済
鹿
児
島
県
本
部
代
表
者
会
議
を
左
記
の
と
お
り
、
開
催
い
た

し
ま
す
。

鹿
児
島
県
労
済
生
協
第
62
回
通
常
総
代
会
・

第
８
回
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
代
表
者
会
議

２
０
１
７
年
度  

各
地
域
推
進
委
員
会

開催
案内

【各議題】
⑴　�「全労済本部『Zetwork-60』2017年度の
　　主な取り組み課題〈組合員討議(案)〉」
⑵　�「2017年度西日本事業本部／九州統括本部
　　実行計画〈組合員討議(案)〉」
⑶　�「2016年度全労済鹿児島県本部
　　活動計画　活動経過報告(案)」
⑷　�「2017年度全労済鹿児島県本部／鹿児島推進本部
　　推進活動計画(案)」
⑸　地域推進委員会の運営および開催日程

【
日
時
】

　２
０
１
７
年
７
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　13
時
30
分
よ
り
開
始

　※
受
付
は
12
時
30
分
よ
り

【
場
所
】
　マ
リ
ン
パ
レ
ス
か
ご
し
ま

　３
階
マ
リ
ン
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　（鹿
児
島
市
与
次
郎
２
丁
目
８
番
８
号
）
　

開催日 地域推進委員会名 場　所
6月13日 火 全労済鹿児島県本部推進会議 全労済鹿児島県本部
6月21日 水 鹿児島地域推進委員会 ドルフィンポート
6月22日 木 奄美（徳之島）地域推進委員会 九州労働金庫　徳之島支店
6月23日 金 奄美（奄美）地域推進委員会 九州労働金庫　大島支店
6月26日 月 南薩地域推進委員会 九州労働金庫　加世田支店
6月29日 木 北薩地域推進委員会 九州労働金庫　川内支店
6月30日 金 姶良・伊佐（姶良）地域推進委員会 九州労働金庫　霧島支店
7月5日 水 姶良・伊佐（伊佐）地域推進委員会 九州労働金庫　大口支店
7月5日 水 熊毛（屋久島）地域推進委員会 屋久島商工会議所　宮之浦本所
7月6日 木 熊毛（種子島)地域推進委員会 九州労働金庫　種子島支店
7月7日 金 大隅地域推進委員会 かのや大黒グランドホテル

鹿児島地域推進委員会の様子

開催
報告

【2017年度 全労済鹿児島県本部／鹿児島推進本部
推進活動計画(案)　基本方針】

1．�「全労済創立60周年」「ぐりんぼう鹿児島・鹿屋・奄美　開店10周年」の年度であること
をふまえ、生活協同組合としての社会的役割が地域社会に広く認知される活動を展開して
いきます。

2．�2017年９月の組織改革による推進本部の設置にともない、推進余地の高い推進本部主体チャ
ネル(職域・代理店)へ資源を効率的にシフトし、さらなる共済事業の拡大をめざします。

3．�2014年度～2017年度中期経営政策「Zetwork-60」の最終年度として、「事業の回復」「常
に健全な事業基盤の確立」を果たし、連合、労福協、県本部／推進本部　推進機構と連携
し、生活保障設計運動を通じた労働者自主福祉運動のさらなる発展につとめます。
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鹿
児
島
県
協
議
会  

第
25
回
総
会

共
済
代
理
店
会  

第
４
回
総
会

全
労
済
指
定
整
備
工
場

　6
月
15
日
（
木
）
に
ホ
テ
ル
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島
で
『
全
労
済
指
定
整
備
工
場
鹿

児
島
県
協
議
会
第
25
回
総
会
』『
全
労
済
鹿
児
島
県
自
動
車
分
解
整
備
事
業
者
共
済

代
理
店
会
第
4
回
総
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　総
会
の
中
で
は
、
協
議
会
・
代
理
店
会
そ
れ
ぞ
れ
の
２
０
１
６
年
度
活
動
報
告
、

２
０
１
７
年
度
活
動
方
針
（
案
）
の
議
案
審
議
を
行
い
、
各
議
案
と
も
満
場
一
致
で

承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　

　前
年
度
と
比
べ
、
車
検
・
修
理
・
点
検
な
ど
の
入
庫
台
数
や
、
自
賠
責
共
済
発
行

件
数
が
伸
び
て
お
り
、２
０
１
６
年
度
入
庫
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
総
会
後
に
は
２
０
１
６
年
度
年
度
末
総
仕
上
げ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
表
彰
を
行

い
、
13
代
理
店
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
と
８
月
は
共
済
代
理
店
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
車
検
は
ぜ
ひ
全
労
済
の
指
定
整
備
工
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　全労済指定整備工場では、組合員の愛車の各種点検整備や車検等、丁寧なサービスを実施して
います。お車に関わることは県内４７の全労済指定整備工場までお気軽にお問い合わせください。
　お見積もりは手軽なホームページをおすすめします。

指定整備工場名 住所 電話番号 指定整備工場名 住所 電話番号

(有)岩﨑自動車工場 鹿児島市伊敷1-7-47 (有)昭和モーター いちき串木野市住吉町12

(有)米沢自動車 鹿児島市伊敷6-12-15 (有)太陽自動車 いちき串木野市照島5092-5

(株)マスヤマ 鹿児島市上福元町6647-4 霧島市 (有)芝自動車整備工場 霧島市隼人町内1323

(株)並松自動車松原工場 鹿児島市松原町15-13 伊佐市 (有)内村自動車 伊佐市大口小木原422

(株)リライトガレージ(旧：ﾀｲｶﾞｰｵｰﾄ) 鹿児島市住吉町12-20 (有)中間モータース 姶良市加治木町朝日町156

(有)錦江カークリニック 鹿児島市小原町18-20 (有)スエハル自動車 姶良市三拾町920-1

(有)ハマダ技研 鹿児島市広木2-17-11 姶良郡 (株)新園自動車 姶良郡湧水町北方2024

(有)福重モーターランド 鹿児島市川上町2660-1 鹿屋市 宮田自動車 鹿屋市寿2-7-11

(有)下島自動車 鹿児島市宇宿1-53-10 志布志市 (有)久保田自動車 志布志市志布志町安楽563-1

(株)共栄自動車サービス 鹿児島市谷山港2-4-25 (有)深水鈑金塗装 肝属郡肝付町富山字上辻483-1

(有)イトウ 西之表市西之表14408 (株)オートギャラリー鹿児島 肝属郡東串良町岩弘2659

(有)西之表自動車整備工場 西之表市西之表14176 (有)小野自動車工業 奄美市名瀬小宿172-1

(有)牧瀬自動車 熊毛郡中種子町野間4193 (有)ボデーショップ ヒサオ 奄美市名瀬鳩浜町50-2

(有)中村自動車 熊毛郡南種子町中之上2756-1 (株)フジタ自動車 奄美市笠利町和野1403

(有)藤村自動車 熊毛郡屋久島町宮之浦1261-51 ツタエ自動車 奄美市名瀬小浜町22-4

(有)ケーエムオート 熊毛郡屋久島町楠川574-14 (資)要モータース 大島郡瀬戸内町阿木名188－3

(有)マイカーボデー有村 日置市吹上町今田275 (有)園田モータース 大島郡喜界町赤連2400

(有)伊集院自動車整備工場 日置市伊集院町郡1582 (有)深水モータース 大島郡喜界町中間1026

指宿市 (有)川口モータース 指宿市十町1893-2 (株)モリ 大島郡徳之島町亀津128-3

南さつま市 (有)髙城鈑金塗装工場 南さつま市加世田唐仁原1932-2 (有)上門自動車商会 大島郡伊仙町検福444-6

南九州市 (有)馬場自動車整備工場 南九州市頴娃町牧之内1887-1 (有)阿三自動車 大島郡伊仙町阿三1283-6

薩摩川内市 (有)中村モータース 薩摩川内市西開聞町11-29 (株)田井整備工場 大島郡天城町天城443

ドウワキ自動車販売（有） 出水市下知識町1712 沖永良部島 (株)ホンダプリモ大島 大島郡和泊町古里209

(有)田口商会 出水市昭和町13-6

徳之島

肝属郡

日置市

奄美大島

屋久島

種子島

全労済指定整備工場鹿児島県協議会　加盟工場一覧　　                                                        　　　　

鹿児島市 姶良市

出水市

いちき
串木野市

喜界島

▲総会の様子

▲キャンペーン表彰工場

▲鹿児島県協議会・代理店会　岩﨑会長

車検  修理  点検  は全労済の指定整備工場で！
全労済組合員の皆さまは最寄りの指定整備工場をご利用ください。

開催報告
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由
に
選
択
で
き
る
の
が
こ
れ
ま
で

の
「
多
機
能
ホ
ー
ム
」
の
特
徴
で

し
た
。
現
状
は
介
護
度
の
軽
い
人

に
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
全

体
の
定
員
を
拡
大
し
、「
中
～
重
度
」

の
人
の
受
け
皿
に
も
さ
せ
よ
う
と

い
う
の
が
国
の
意
向
で
す
。

　介
護
が
必
要
な
高
齢
者
に
、

在
宅
を
前
提
に
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
「
小
規
模

多
機
能
ホ
ー
ム
」
の
拡
大
版

で
す
。
政
府
が
導
入
を
計
画

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

定
員
25
名
を
50
名
ま
で
増
や

す
と
い
う
点
に
「
小
規
模
な

ら
で
は
の
良
さ
が
失
わ
れ
る
」

と
の
批
判
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　長
期
入
所
が
前
提
の
「
特

別
養
護
老
人
施
設
」
と
ち
が

い
、
住
み
な
れ
た
自
宅
に
暮

ら
し
な
が
ら
①
ホ
ー
ム
へ
通
っ
た

り
②
短
期
宿
泊
し
た
り
③
自
宅
を

訪
問
し
て
も
ら
っ
た
り
―
―
と
自

臨床心理士　山藤奈穂子

　Ｑ
　夏
バ
テ
な
の

か
、部
下
に
ま
っ
た
く

や
る
気
が
な
く
、
だ

ら
だ
ら
し
て
い
ま
す
。

ど
う
声
を
か
け
た
ら

よ
い
で
す
か
？

　Ａ
　「し
っ
か
り
し

ろ
！
」
な
ど
と
怒
鳴

り
つ
け
る
前
に
、「
睡

眠
は
し
っ
か
り
と
っ

て
い
る
か
？

　食
欲

は
ど
う
だ
？
」
と
声

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　寝
る
時
は
ク
ー

ラ
ー
で
体
を
冷
や
し

す
ぎ
て
も
、
逆
に
暑

す
ぎ
て
も
熟
睡
が
で

き
ま
せ
ん
。
快
適
に

眠
れ
る
温
度
と
、
風
が
体
に
直
接
当

た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
を

教
え
ま
す
。

　食
欲
が
低
下
し
栄
養
が
不
足

す
る
と
、
集
中
し
づ
ら
く
な
り

ま
す
。
最
近
の
研
究
で
は
栄
養

不
足
は
う
つ
な
ど
精
神
疾
患
と

強
い
関
係
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
安
易
に

栄
養
ド
リ
ン
ク
な
ど
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
三
食
し
っ
か
り
と

タ
ン
パ
ク
質
や
脂
質
を
と
る
よ

う
に
指
導
し
ま
す
。

　菓
子
パ
ン
で
は
な
く
シ
ャ
ケ

玄
米
お
に
ぎ
り
、
ざ
る
そ
ば
に

は
天
ぷ
ら
を
、
そ
う
め
ん
に
は

冷
や
や
っ
こ
や
お
刺
身
を
付
け

て
、
と
意
識
さ
せ
ま
す
。
焼
肉

ぐ
ら
い
ご
ち
そ
う
し
て
あ
げ
る

の
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　睡
眠
や
食
事
が
脳
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
ず
、
生
活
面
に
つ
い
て
声
を

か
け
る
こ
と
で
、
信
頼
関
係
を

損
な
う
こ
と
な
く
、
仕
事
内
容

を
改
善
で
き
ま
す
。

　Ｑ
　そ
れ
で
も
や
る
気
が
で

な
い
場
合
は
？

　Ａ
　「５
分
だ
け
作
業
に
集

中
し
よ
う
」
と
か
、「
仕
事
で
昼

食
代
を
か
け
よ
う
」
と
か
も
お

勧
め
で
す
。
や
る
気
は
最
初
か

ら
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

始
め
て
か
ら
５
分
く
ら
い
し
て

出
て
く
る
も
の
で
す
。
要
は
取

り
掛
か
る
き
っ
か
け
を
与
え
れ

ば
い
い
の
で
す
。

部下のメンタルヘルス
（１5）部下が夏バテ？

　労
福
協
だ
よ
り
（
特
に
ク
イ

ズ
!!
）
が
、
組
合
員
同
士
の
会
話

の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
内

容
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
も
の
、考

え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
、は
っ
と
気
が

つ
く
も
の
、ど
れ
も
勉
強
に
な
り
ま

す
。
次
号
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
！

（
奄
美
市
・
女
性
）

　以
前
、福
祉
だ
よ
り
に
イ
デ
コ
の
こ

と
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
興
味
を
持
ち
、

加
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
自
分

自
身
で
年
金
を
運
用
す
る
の
は
、不
思

議
な
気
分
で
す
。

（
霧
島
市
・
男
性
）

　今
か
ら
で
き
る
「
防
災
・
減
災
」

～
地
震
編
～
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
、早
め
に
対
策
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　50
才
を
過
ぎ
て
身
体
も
心
も
今
ま

で
と
は
違
う
一
面
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。「
あ
な
た
の
こ
こ
ろ
大
丈
夫
？
」

は
毎
回
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。

（
水
俣
市
・
男
性
）

　ニ
ュ
ー
ス
・
ワ
ー
ド
の
宅
配
便

ロ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
、あ
た
り
ま
え

の
よ
う
に
再
配
達
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
が
、家
庭
用
の
ロ
ッ
カ
ー

も
あ
る
と
い
う
事
な
の
で
、将
来
は

ど
こ
の
家
庭
で
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
。

（
姶
良
市
・
女
性
）

　ハ
ガ
キ
も
５
月
ま
で
52
円
、６
月

か
ら
62
円
。
そ
れ
で
も
応
募
す
る

ぞ
～
。

（
指
宿
市
・
男
性
）

ニュース・
ワード

新型多機能ホ－ム

読

　者

か
ら
の

声

　216

同シリーズは今号で最終回となります。ありがとうございました。
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　鹿
児
島
県
職
員
生
活
協
同
組
合
は

６
月
23
日
、
総
代
・
役
員
等
約
70
人

出
席
の
下
、
平
成
29
年
度
通
常
総
代

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　来
賓
の
県
職
員
労
働
組
合
の
片
野

坂
昭
彦
執
行
委
員
長
お
よ
び
（
一
社
）

鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
の
森

田
周
一
理
事
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　議
案
審
議
で
は
、
平
成
28
年
度
事

業
報
告
・
決
算
報
告
・
剰
余
金
処
分

（
案
）、
平
成
29
年
度
事
業
計
画
・
予

算
（
案
）
な
ど
の
議
案
５
件
が
全
て

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
役
員
辞
任
に
伴
う
補
欠
選

挙
が
あ
り
、新
た
に
理
事
５
人
・
監
事

２
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

　鹿
児
島
県
生
協
連
は
６
月
27
日
、

第
35
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、「
第
１
号
議
案

　２
０

１
６
年
度
活
動
報
告
・
事
業
報
告
、

決
算
お
よ
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の

　鹿
児
島
地
域
労
福
協
は
６
月
14
日

（
水
）、山
形
屋
ぐ
る
め
館
２
階
で
、役

員
・
代
議
員
39
人
出
席
の
下
、
第
25

回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　新
年
度
も
引
き
続
き
、
①
労
働
組

合
と
労
金
や
全
労
済
の
事
業
団
体
が

「
と
も
に
運
動
す
る
主
体
」
と
し
て
関

係
を
強
め
、労
金
の
「
し
あ
わ
せ
創
造

運
動
」、
全
労
済
の
「
住
ま
い
と
暮
ら

し
の
防
災
・
保
障
点
検
運
動
」
に
取

り
組
む
。
②
労
働
者
の
福
祉
や
生
活

支
援
に
取
り
組
む
。
③
各
種
講
座
や

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
開
催
、安
心
ネ
ッ
ト

か
ご
し
ま
の
充
実
。
④
社
会
的
運
動

と
し
て
、反
貧
困
・
生
活
底
上
げ
、政

策
制
度
実
現
に
取
り
組
む
。
な
ど
の

活
動
方
針
案
と
予
算
案
を
決
定
し
ま

12人の代議員が活発に発言

真剣に議案審議中

濵﨑会長のあいさつ

県
職
員
生
協
も
総
代
会

鹿
児
島
県
職
員
生
活
協
同
組
合

第
25
回
定
期
総
会
開
催

鹿
児
島
地
域
労
福
協

第
25
回
定
期
総
会
を
開
催
！

奄
美
地
域
労
福
協

第
35
回
通
常
総
会

～
３
つ
の
議
案
を
採
択
～

鹿
児
島
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

　こ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
理

事
会
の
結
果
、三
役
体
制
は
次
の
通
り

と
な
り
ま
し
た
。

　理
事
長

　
　堂
園

　嘉
和

　副
理
事
長

　片
野
坂

　昭
彦

　副
理
事
長

　中
村

　
　昇

　副
理
事
長

　拔
﨑

　正
明

　専
務
理
事

　下
津
貫

　洋

件

監
査
報
告
」、「
第
２
号
議
案

　

２
０
１
７
年
度
活
動
方
針
案
並
び
に

予
算
承
認
の
件
」、「
第
３
号
議
案

　

第
21
期
役
員
選
任
承
認
の
件
」
の
３

つ
の
議
案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

【
第
21
期
役
員
三
役
体
制
】

代
表
理
事

　会
長
理
事

　松
薗
孝
夫

（
生
協
コ
ー
プ
か
ご
し
ま
理
事
長
）

副
会
長
理
事

　水
谷
吉
伸

（
鹿
児
島
医
療
生
協
専
務
理
事
）

副
会
長
理
事
〈
新
任
〉
　下
津
貫
洋

（
鹿
児
島
県
職
員
生
協
専
務
理
事
）

代
表
理
事

　専
務
理
事

　野
元
龍
二

（
員
外
／
鹿
児
島
県
生
協
連
事
務
局

長
）

し
た
。

　ま
た
、笹
井
雄
一
会
長
以
下
２
０
１

７
年
度
の
役
員
体
制
を
承
認
し
ま
し

た
。　総

会
後
は
、
交
流
会
で
各
加
入
団

体
間
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
、交
流

を
強
め
ま
し
た
。

　奄
美
労
福
協
は
6
月
27
日
、
九
州

労
働
金
庫
大
島
支
店
の
3
階
会
議
室

で
第
25
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。　総

会
の
は
じ
め
に
濵
崎
哲
正
会
長

が
、政
局
の
不
安
定
と
長
時
間
労
働
の

上
限
規
制
に
触
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

の
事
情
も
考
慮
し
丁
寧
な
論
議
が
必

要
だ
と
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。続

い
て
、奄
美
市
の
関
誠
之
市
議
会
議
員

か
ら
、中
小
企
業
の
福
利
厚
生
を
担
う

『
ゆ
い
セ
ン
タ
ー
』紹
介
を
含
め
た
来

賓
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
年
一
年
、5
月
に
開
催
さ
れ
た
県

労
福
協
の
事
業
計
画
に
の
っ
と
り
、奄

美
の
地
域
性
を
出
し
た
各
種
事
業
を

行
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
・

ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成29年度通常総代会の様子�

・熊毛地域労福協 12,960円
・北薩地域労福協 18,129円
・全労済 61,300円
　   （合 計） 92,389円
■振込先
　金融機関　九州労働金庫鹿児島南支店
　口座№　　１５８８７６６
　口座名義　一般社団法人
　　　　　　鹿児島県労働者福祉協議会

カンボジア子ども教育支援
カンパ 継続中 2017年度 カンパ状況
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〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、自
宅
住
所
、名
前
、

職
場
名
、郵
便
番
号
を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１

通
に
限
り
ま
す
。
な
お
、労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い。
締
め

切
り
は
２
０
１
７
年
８
月
６
日
必
着
。
今
回

も
20
人
の
方
に
賞
品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00

　
64
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町

五
‐
七
‐
六
〇
三
　鹿
児
島
県
労
福
協
「
クイ

ズ
」
係　６

月
号
の
クイ
ズ
の
答
え

　多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
65
通
で
、
全
て
が

正
解
で
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、下
記
の

20
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
６
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え「ヤマビラキ（山開き）」

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　西
村

　和
久 

福
島

　春
彦

　川
島

　
　浩 

内
田
ひ
と
み

　野
間
サ
ユ
リ 

長
岡
ミ
ヤ
子

　柏
木

　節
子 

新
地

　憲
一

　増
満

　綾
佳 

山
口

　
　修

　野
元

　一
伸 

森

　
　卓
之

　久
住

　勇
介 

鰺
坂

　朋
子

　与
倉

　
　勇 

佐
野

　伸
一

　元
明
千
奈
美 

諏
訪
元

　克

　福
崎

　真
澄 

溝
口

　卓
也

《
お
詫
び
》

　本
誌
６
７
９
（
６
月
15
日
）
号
・
８

面
の
「
ろ
う
ふ
く
き
ょ
う
ク
イ
ズ
」
の

《
解
き
方
》
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

二
重
ワ
ク
の
６
文
字
を
う
ま
く
並
べ
て 

で
き
る
言
葉
は
？
と
い
う
出
題
は
、 

正
し
く
は
二
重
ワ
ク
の
５
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？
で
し
た
。

　前
回
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの
方ならどなたでもご相談い
ただけます。

月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

http://kyusyu.rokin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima-rofuku.jp/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

別途保証料（年0.7％・年1.0％・年1.2％のいずれか）が必要となります。

勤労者ファミリー資金融資
金利が下がりました！

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１

　
�
全
国
10
番
目
の
政
令
指
定

都
市

４

　

�

マ
ジ
ッ
ク
で
す

７

　

�

中
沢
啓
治
さ
ん
の
自
伝
的

漫
画
「
は
だ
し
の
…
…
」

８

　こ
と
わ
ざ
。
亀
の
甲
よ
り

…
…

10

　滑
空
機
と
も
言
い
ま
す

11

　暑
い
！

　こ
れ
が
出
た

ら
、
必
ず
水
分
を
補
給
し

ま
し
ょ
う
。

12

　日
本
で
は
３
世
も
有
名
で

す

14

　本
場
高
知
で
は
カ
ツ
オ
の

た
た
き
を
こ
れ
で
焼
き
ま

す

15

　若
者
言
葉
で
完
全
徹
夜
の

こ
と

17

　等
身
…
…
、実
物
…
…

19

　恐
竜
絶
滅
の
原
因
？
…
…

衝
突

22

　…
…
休
業
、…
…
列
車

23

　カ
ッ
パ
の
手
足
に
も
あ
り

ま
す

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１

　へ
り
く
だ
る
こ
と
で
す

２

　

�

長
期
間
に
わ
た
っ
て
売
れ
続

け
る
人
気
商
品

３

　江
戸
の
火
消
し
の
シ
ン
ボ

ル

４

　

�

男
性
歌
手
の
一
番
高
い
音

域

５

　

�

…
…
暗
示
、…
…
紹
介

６

　か
つ
て
日
本
に
生
息
し
て

い
た
の
は
…
…
象

９

　「羊
歯
」
っ
て
読
め
ま
す
か

11

　夏
に
徳
島
県
各
地
で
開
催

13

　６
月
12
日
、上
野
動
物
園

で
５
年
ぶ
り
に
赤
ち
ゃ
ん

誕
生
！

16

　よ
く
似
て
い
ま
す

18

　

�

気
に
な
っ
て
睡
眠
不
足
で

す

20

　

�

真
夏
の
風
物
詩
で
す
。

…
…
し
ぐ
れ

21

　

�

柱
の
…
…
、玉
に
…
…

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。


